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X線・中性子散乱の手段を用いて R~ Pb Cu(Nﾛz \の逐次ヤーン・テラー相転移に関する研究を行
った。その結果，中間相では各ブラッグ反射のまわりの点(H :t: t ， K :t: t , L) に衛星反射が現われ，し
かもそのどの値は温度に依存し， 0 .435 から 0 .470 まで連続的に変化する。最低温相では，中間相で観
測された衛星反射が消失し，その代わりに( H:t:.7f, K 土.7f， L :t:.7f)の点に新たに超格子反射が観測




















森昌弘君は，協力的ヤーンテラー相転移を示す物質， Rhz Pb Cu{Nﾛz )6 について，これが，不整合
相転移を示すことを確認し，その不整合相における構造を， x線わよび中性子線の回折実験から決定
した。
さらに X線散漫散乱について実験的研究を行い，これから個々のヤーンテラー活性グループ， Cu 
{Nﾛz )6 基聞に働く相互作用について有用な知見を得，これにもとづいて，何故この特別の物質におい
て，不整合相が安定化するかについてくわしい理論的研究を行った。この研究によって，不整合ヤー
ンテラー相変態の機構が明らかになったものと考えられ 同君の研究は理学博士の学位論文として，
充分価値のあるものとみとめる。
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